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図1 分布域
東シナ海から北海道まで
の我が国周辺域と朝鮮半
島東岸に分布する。産卵
は、東シナ海の陸棚縁辺
部から、太平洋側では伊
豆諸島以西、日本海側で
は能登半島以西で行われ
る。

図2 漁獲量の推移
漁獲量は2010年に急
増し、2014年の13.6
万トン（日本12.5万
トン）を最高に、近年
は12万トン前後で推
移している。2023年
の漁獲量は11.4万ト
ン（日本8.8万トン、
韓国2.5万トン）で
あった。

ブリは我が国周辺と朝鮮半島東岸に分布し、全国の都道府県沿岸および韓国にて漁獲されている。

本系群では、管理基準値や将来予測などについては、管理基準値等に関する研究機関会議・資源管理方針に関する検討会等において議論され
た値を暫定的に示した。

図3 年齢別漁獲尾数の推移
0歳魚（モジャコ期）を除く漁獲尾数は1994～
2008年は0.3億～0.6億尾、2009～2020年は
0.7億～0.9億尾、2021年以降は0.5億～0.6億
尾で推移し、2023年は0.5億尾であった。漁獲
尾数の年齢構成は、0歳(後期)魚および1歳魚の
漁獲が全漁獲尾数の7～9割を占めている。0歳
魚（モジャコ期）は、2023年は0.2億尾であっ
た。
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図5 加入量と親魚量の推移
加入量（0歳魚（モジャコ期）の資源尾数）は、
1994～2008年は0.7億～1.3億尾で推移し、
2009～2014年は1.6億～2.1億尾の高い水準に
あったが、2015年以降は加入尾数が減少し、
2023年は2003年以降で最低の0.9億尾であった。
親魚量は2006～2017年は増加傾向が続いた後、
2018年以降減少に転じたものの、2021年以降
は増加傾向にあり、2023年は1994年以降で最
高の20.5万トンとなった。

図4 年齢別資源量
資源量は2008年まで14.1万～22.4万トンで推移
し、2009～2017年は増加傾向で25.3万～36.6
万トンの範囲で推移し、2017年が最高値であっ
た。1994年以降、2017年までは増加傾向であっ
たが、2018年に減少し32.9万トンとなった。そ
の後は34.3万～36.4万トンで推移し、2023年の
資源量は34.6万トンとなった。

本系群では、管理基準値や将来予測などについては、管理基準値等に関する研究機関会議・資源管理方針に関する検討会等において議論され
た値を暫定的に示した。
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β 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

1.00 9.5 10.5 11.7 12.4 12.7 12.9 12.9 12.9 12.9 12.9 13.0

0.95 9.2 10.3 11.7 12.5 12.8 12.9 12.9 12.9 12.9 12.9 12.9

0.90 8.8 10.1 11.6 12.5 12.8 12.9 12.8 12.8 12.8 12.8 12.8

0.85 8.4 9.9 11.5 12.4 12.8 12.8 12.7 12.6 12.5 12.6 12.6

0.80 8.0 9.6 11.3 12.3 12.7 12.6 12.4 12.3 12.3 12.3 12.4

現状の漁獲圧 10.7 11.0 11.6 11.9 12.1 12.2 12.3 12.4 12.4 12.4 12.5

10.3

β 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

1.00 13.9 17.6 20.0 21.2 22.0 22.2 22.3 22.2 22.2 22.3 48%

0.95 14.2 18.5 21.4 23.0 23.8 24.0 24.0 23.8 23.8 23.9 75%

0.90 14.6 19.4 22.9 24.9 25.8 25.9 25.7 25.4 25.4 25.4 92%

0.85 14.9 20.4 24.6 26.9 27.9 27.8 27.4 27.0 26.9 27.0 97%

0.80 15.2 21.4 26.4 29.1 30.1 29.8 29.0 28.5 28.4 28.6 100%

現状の漁獲圧 13.0 15.1 15.9 16.3 16.6 16.8 16.9 17.0 17.0 17.1 1%

2035年に親魚量が目標管理基準値案（22.2万トン）を上回る確率

16.2 13.6

漁獲管理規則案に基づく将来予測において、βを0.8～1.0の範囲で変更した場合と現状の漁獲圧（2024年の
値:β=1.16相当）の場合の平均親魚量と平均漁獲量の推移を示す。2024年の漁獲量は予測される資源量と
現状の漁獲圧により仮定し、2025年から漁獲管理規則案に基づく漁獲を開始する。
β=0.8とした場合、2025年の平均漁獲量は8.0万トン、2035年に親魚量が目標管理基準値案を上回る確率は
100％と予測される。

表2．将来の平均漁獲量（万トン）

※ 表の値は今後の資源評価により更新される。
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表1．将来の平均親魚量（万トン）

本系群では、管理基準値や将来予測などについては、管理基準値等に関する研究機関会議・資源管理方針に関する検討会等において議論され
た値を暫定的に示した。
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β 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

1.00×FRmax 10.5 10.9 11.6 12.0 12.3 12.4 12.5 12.5 12.6 12.6 12.6

0.95×FRmax 10.1 10.8 11.7 12.2 12.5 12.7 12.7 12.8 12.8 12.8 12.9

0.90×FRmax 9.7 10.6 11.7 12.4 12.7 12.8 12.9 12.9 12.9 12.9 13.0

0.85×FRmax 9.3 10.4 11.7 12.4 12.8 12.9 12.9 12.9 12.9 12.9 12.9

0.80×FRmax 8.9 10.2 11.6 12.5 12.8 12.9 12.9 12.8 12.8 12.8 12.8

現状の漁獲圧 10.7 11.0 11.6 11.9 12.1 12.2 12.3 12.4 12.4 12.4 12.5

10.3

β 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

1.00×FRmax 13.1 15.5 16.5 16.9 17.4 17.6 17.7 17.8 17.8 17.9 47%

0.95×FRmax 13.4 16.3 17.8 18.6 19.1 19.4 19.5 19.6 19.6 19.7 82%

0.90×FRmax 13.8 17.2 19.3 20.4 21.1 21.4 21.4 21.4 21.4 21.5 96%

0.85×FRmax 14.1 18.2 20.9 22.3 23.1 23.4 23.4 23.3 23.2 23.3 100%

0.80×FRmax 14.5 19.2 22.6 24.4 25.4 25.5 25.3 25.1 25.0 25.1 100%

現状の漁獲圧 13.0 15.1 15.9 16.3 16.6 16.8 16.9 17.0 17.0 17.1 30%

2035年に親魚量がSBRmax（17.9万トン）を上回る確率

16.2 13.6

加入量が最大となることが期待される親魚量を目標とした場合に漁獲管理規則案を適用したときの将来予測
において、βを0.8～1.0の範囲で変更した場合と現状の漁獲圧（2024年の値:β=1.16相当）の場合の平均親
魚量と平均漁獲量の推移を示す。2024年の漁獲量は予測される資源量と現状の漁獲圧により仮定し、2025
年から漁獲管理規則案に基づく漁獲を開始する。
βが0.95以下であれば、親魚量は2035年に50%以上の確率でSBRmaxを上回る。

表4．加入量が最大となることが期待される親魚量を目標とした場合に漁獲管理規則案（FRmax）を適用した
ときの将来の平均漁獲量（万トン）

※ 表の値は今後の資源評価により更新される。
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表3．加入量が最大となることが期待される親魚量を目標とした場合に漁獲管理規則案（FRmax）を適用した
ときの将来の平均親魚量（万トン）

本系群では、管理基準値や将来予測などについては、管理基準値等に関する研究機関会議・資源管理方針に関する検討会等において議論され
た値を暫定的に示した。
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β 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

1.00×FRmax 0 9 20 29 37 42 44 44 46 47

0.95×FRmax 0 20 47 62 72 76 79 80 81 82

0.90×FRmax 0 35 74 89 93 95 96 96 96 96

0.85×FRmax 0 53 91 98 99 100 100 100 100 100

0.80×FRmax 0 71 98 100 100 100 100 100 100 100

現状の漁獲圧 0 6 13 18 24 27 29 30 29 30

0 0

β 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

1.00×FRmax 0 0 0 0 1 1 1 2 2 2

0.95×FRmax 0 0 2 4 8 9 9 10 10 11

0.90×FRmax 0 1 9 19 29 34 35 34 33 34

0.85×FRmax 0 3 27 50 63 67 68 65 66 67

0.80×FRmax 0 9 54 81 89 91 91 89 88 90

現状の漁獲圧 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1

0 0
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本系群では、管理基準値や将来予測などについては、管理基準値等に関する研究機関会議・資源管理方針に関する検討会等において議論され
た値を暫定的に示した。

本資源の管理方針に関する検討会において暫定的な漁獲シナリオ案として検討された、加入量が最大となること
が期待される親魚量を目標とした場合に基本的漁獲管理規則案を適用したとき、将来のβを0.8～1.0とした場合
にSBmsyまたはSBRmaxを達成する確率を示す。
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FRmax（β=0.95）で管理した場合、10年後にSBRmaxを達成する確率は82%であるものの、SBmsyの達成確
率が11%まで減少すること（MSYを目標とするFmsy （β=0.95）で管理した場合は75%）が示唆された。ま
た、10年間に限界管理基準値を一度でも下回る確率は0%である。

表5．将来の親魚量がSBmsyを上回る確率（%）

表6．将来の親魚量がSBRmaxを上回る確率（%）


